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等角図の書き方

東京都立練馬工業高等学校令和４年度　年間授業計画

等角図の書き方、練習

製図に関する事象について、論理的に考
えたり、分析したりして、総合的に判断で
きる。また、その過程や結果および考え方
を的確に表現できる。

製図に関する事象について関心をもち、
主体的・協働的に取り組む態度を身につ
けようとする。

製図の役割・歴史について
製図用具の名称、使い方について

答案返却
基礎的な図の書き方

投影法の練習（フリーハンドによるかき方）
投影法の練習（製図用具によるかき方）

２学期確認テスト（２学期学習した内容から出題）

70

図面に用いる文字や記号の書き方について

指　　　　　導　　　　　内　　　　　容
評価基準

教科 科目工業科 製　図

単位数 使 用 教 科 書 ・ 教 材

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度等】

実教出版　製図

線の種類と用い方について
基礎製図練習ノート等を用いた練習

１学期確認テスト（1学期学習した内容から出題）

8

8

クラス又は
班 12 14

担  当  者

直線と円弧を用いた線のつなぎ方

基礎製図練習ノート等を用いた練習

8

教 科 ・ 科 目 のね ら い （目 標）

製図に関する事象について、基本的な概
念や基礎的な知識を理解し、読図・作図
の技能を身につけている。

投影法について9

12

1

2

11

立体を平面で表す方法

予 定
時 数

4

6

10

図面に用いる文字
5

4

学期 (月) 指　　導　　項　　目

１
　
　
学
　
　
期

製図を学ぶにあたって

確認テスト
7

線

平面図形の書き方

6

立体を平面で表す方法

製図用具

平面図形の書き方
立体を平面で表す方法

1.知識・技能（到達度、作品や課題の完成度など）

確認テスト

立体を平面で表す方法
投影法の練習（不足線の追記）

年間予定授業時間数

３
　
学
　
期

２
　
　
学
　
　
期

答案返却

2

立体を平面で表す方法

備　              考

※１クラス２展開（習熟度別）で授業を行う

評価の方法

8

2.思考・判断・表現（作図中の用具の選択、創意工夫など）

8

3.主体的な学習に取り組む意欲・態度（出欠・遅刻の状況、集中度、忘れ物、提出物など）

3
確認テスト 学年末確認テスト（１年間学習した内容から出題）

6

キャビネット図の書き方、練習

4

答案返却

投影法の練習（製図用具によるかき方）
8


